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〈 ダ　ニ 〉

家屋 内に み られ る ダニ と防除対策

特に 畳か ら発生 す る ダニ に つ い て

水 谷 澄

　　 　 　 　 　　 　 　 は じめに

　家屋 内に は 多種多数 の ダニ が生息 し て い る 。
こ

の 中で イエ ダニ に 代表 さ れ る 吸血性 の ダニ が
， 吸

血と い う実害が ともな うため ， 従来か ら駆除の対

象 とな っ て い た 。 と こ ろが近年 ， 室内塵 ，
い わ ゆ

る ハ ウ ス ダス トに 多数 み ら れ る ヒ ョ ウ ヒ ダニ 類

が，小児喘息，鼻炎な どの 吸入性 ア レ ル ギー疾患

の ア レ ル ゲ ン と して 注 目され て き た （石井，1975 ）。

ま た ご く最近，小児特有 の 川崎病 に こ の ダニ が関

連 して い る疑 があ ると い っ た報告もみ ら れ ， 室 内

塵 中に生存す る 自由生活性 の 無 吸血 の ダニ 類 に 関

心 が よ せ られ て い る。一
方，木造 か ら鉄筋 コ ン ク

リート造 りとい っ た家屋構造の 変遷に よ り，畳 か

ら コ ナ ダニ 類が異常発生す ると い っ た被害も，昭

和 40年代 に突入 し た 頃急増 し，特 に 関西以西 で 被

害が 続出 した。昭和43年 に 東京 の 鶴川団地 で起 っ

た異常発生 時に は
，

マ ス コ ミ が 大 々 的に と りあげ

た ため，以降，畳 と ダニ の 問題 は
一

般の 人々 に も

よ く知 ら れ る よう に な っ た。こ の 場 合の 直接的な

被害と して ，
1） 皮膚炎や虫咬症 を起す 。 2） 家

中に ダ ニ が蔓延 し て気持 ち が悪 い
一

不快感，が

あげられ るが ， 1）， 2）に と もな い 不眠症 に な る ，

ダニ の 付着 し た食品をす べ て廃棄 す る 。防除 で く

た く た に な る と い っ た健全 な文化 生活 を破 壊 され

る 2 次的な被害 も起 り得る 。

　家屋 内で 問題と な る ダニ を分類 して み る と次 の

よ う に なる 。

1） 食品由来の ダニ 〔コ ナ ダニ 類 ）

2） 吸血性の ダニ （主と して ネズ ミを宿主 と す る

　　イエ ダニ ）

3｝　室内塵中の ダニ （ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ 科）

4） 畳 か ら発生す る ダ ニ （主 と して ケナ ガ コ ナ ダ

　　ニ ，ツ メ ダニ 科 ， シラ ミダニ 科）

しか し1）〜4）に あげた ダニ は い ずれ も室内塵に含

ま れ て く る 。

　ダニ は 地球上 の あ らゆ る場所，地中 ， 水中 ， 空中 ，

植物体 ， 動物体，建物の 中に 生存 して い ると い う。

特 に人間や動物 に関連 の ある種 に つ い て は 多少調

べ られ て い るが，人 間社会 と接触 し な い 所 で ひ っ

そ り生活 して い る未記録 の ダニ は，現在 まで 記録

さ れ た ダニ 種 よ りは る か に 多く存在 して い る とい

う （青木 ，
1970 ）。 す な わ ち

，
ダ ニ に 関 す る 研 究

は 未知の こ と が 多く
， 他 の 分野 と比 較 して もかな

り遅 れ て い ると い え る 。

　こ の 最大の 理 由と して
， まず第一番 目 に ダニ の

大 き さが あげ られ る 。 昆虫 よ り か な り小さ く，細

菌 よ りか な り大 き い 。多くの ダニ が肉眼で み る に

は 小さす ぎ る こ とが ダニ の 分類 ・形態 ・生態 ・疫

学調査 ・防除等す べ て の 研究 を行う tで ネ ッ クと

な っ て い る
。 ま た

一
般 に 普及す る 上で の 障害 と

な っ て い る。

　第二 番 口に ダニ の 害 に つ い て 解明 され て い な い

部分が多 い 。大型 の 吸 血ダニ や ，農業害虫と し て

の ハ ダニ の よ う に被害が は っ き り し て い る 場合 は

別 と し て ，ど の ダニ が どの ような害 を人 に及ぼす

か と い っ た基本的な問題 も，近年急速に進歩 した

と は い え ，まだ不明確 な と こ ろ が 多 い 。今後研 究

が 進展 す る に と もな い ，思 わ ぬ 知見が判明 し得 る

可能性を秘め て い る 。 以上が前 提とな り ，

　第三 番 目 に 駆 除対策 に関す る 研究 デ ー
タが 不 足

し て い る こ とが あげられ る。早 い 話が，タタ ミの

ダニ 問題 に も ， 鉄 筋 コ ン タ リー トの集合住宅 に畳

を敷 き込む こ とが ダニ の 大発生 を誘発 し て い る わ

け で
， 木造家屋 で はほとん ど問題 は起 っ て い な い 。

ま た ，ハ ウス ダ ス トの ダニ と疫病と の 関連 も， 最

近 に な っ て 解明 さ れ て き た わ け で
， 従来は 防除の
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表 1　 某都営集合住宅 〔コ ン ク リートアパ ート）畳上室内塵 の ダニ 相

集塵量
無 気 門 類 …前気 門類 ホコ リダニ 類 2i 昆 虫 類

号 棟室番
゜

コ ナ ダ ニ 科 ヒヨウヒツメダニ コ ハ リ ホコ リ
　7

．
シフ ミ

中気門 ササラ 不駐
，チャ タテ ダニ 総

・19当り

1剖
ケ ナ カ
コ ナダニ

サヤア シ
ニ クダニ

ヒボブスダ ニ

　 　 1
科 1ダニ 科 ダニ 科 ダニ 科

類 ダニ類 ダニ

ム　 　 シ

その他 ダニ数

3・4・1lo2o ．5 4 276 ［ 115 41 103206 ．o
5021 ．74 91 32133 7141015287 ．4

3・4・2lO ユ O．64 ユ 241117 1 133148 ，4
5071 ．ア43 3 3 95 ．2

3・4・3 ユ041 ．9316 725 loo 4 819 873452．3
6120 ．882 31 8 1 31 196 ．6

3・4・41071 ．05 2呂 i 55 正1 249576 、6
407  53 6 il ・4 151630 ．2

3・4・5Ul1 ．43 723i
　 I

9 6 53310271 ．3
i410L o．46 ユ 19 1 3

F
2452 ．2

3… 61 ユ063 ．056 6716 31 37 6 12769252 ．1
1

　 4102 ．ユ8 44 44 5223 ．9
4・1・11D7D ．58 1

　 亅

1 64 4 3 2 2034 ．5
6070 ．51

l　　 　 l1
　 12 … 2 31 1835 ．3

4・1・2 ］D80 ．δ3 19 　 2 2ユ 33，3

4・1・34D8δ060

．762

．07

ヨ
　　 li
　 171

…
124

3［
　…

62

ユ

ア，910

．1
4D61 』 iI i　 l6

「
…
13

匸

11919，0
4・1・4lD δ 3．2313 1　 181

旨
13 71 l　 l3「 6 ユ3 31096 ．0

5Dア 1．563 1　 34 し 34025 ．6

計 26．474gi
　L ユ 4 呂，021285 ；

3453855604943i
レ
　2，アoo1，573，9

平 均 1．32
　　12

．51 lO1．1 ζ 1ア．3 1
　 　ユ3578 ，7

（緒方 1974〕

必要性も考え られ て い な か っ た 。

　以上 の 理由か ら，こ こ で は防除対策 に つ い て の

デ
ー

タが比 較的集積され て い る畳か ら発生する ダ

ニ 類と，そ の 防除対策に つ い て 述 べ る。

　　　　　 畳に み られ る ダニ の種類

　木造家屋 ，鉄筋集合住宅 を問わ ず ， 掃除機 で 集

め た 畳の 上の ゴ ミの 中 に は種 々 の ダ ニ が 見 ら れ

る 。

　表 1 は 1973年 に 東大医科研寄生虫部，日大医獣

医学科，日本環境衛生セ ン タ
ー

環 境生物部 3研の

共同研究 を行っ たとき の 某都営集合住宅 に お け る

ダニ 相 を示 した もの で ある。

　採集は 4 帖半間 の 畳全面に つ い て
， 表面の ゴ ミ

を電気掃除機 で 集め ，
こ れ を集塵袋 ご とポリエ チ

レ ン 袋 に 人 れ て 研究室 に持ち帰 り，飽和食塩水浮

遊分離法で分離 し ， 顕微鏡下で 同定を行 っ た 。 そ

の 結果 ば
， 科単位で 示す と

，
コ ナ ダニ 科 ，

ヒ ョ ウ

ヒ ダ ニ 科 ，
ツ メ ダニ 科 ，

コ ハ リダニ 科，ホ コ リダ

ニ 科，シ ラ ミ ダニ 科 ， その 他中気門類，ササ ラ ダ

ニ 類，不明ダニ が み られ
， 少な くとも 9 科以上 ，

種で い え ば10数種 の ダニ が検出され た 。

　こ の 中で 田ん ぼ で 乾燥中の稲わ ら に は ホ コ リダ

ニ 科 ， ササ ラダニ 類が優占的 に み ら れ る。稲 わ ら

と して 倉庫保存中に は ホ コ リダ ニ 科
，

ケナガ コ ナ

ダ ニ 科， コ ハ リダ ニ 科 ，
ツ メ ダニ 科 ， ササ ラ ダニ

類な どが み ら れ る 。 ま た製畳後の畳床に は
， ホ コ

リダニ 科 ・
シラ ミダニ 科 ・ケナ ガ コ ナ ダニ ・ツ メ

ダニ 科 に 含まれ る ダニ が多くみ ら れ る，畳敷込後

に は室内塵に み られ る ヒ ョ ウ ヒ ダニ 科 ・ニ クダニ

科 の ダ ニ が加わ る こ と に な る 。 こ の 中で畳由来の

ダニ は ササラ ダニ ・ホ コ リダニ ・ケナ ガ コ ナ ダニ

な ど で あ り，他の ダ ニ や小昆虫 を捕食す る ダニ と

して ツ メ ダニ ・シ ラ ミダニ ・コ ハ リダ ニ が後か ら

出現す る と考え ら れ る 。
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表 2　 コ ン ク リ
ー

トア パ ート 木造家屋 学校床面 の

　　　ダニ 相 の 比較

ABCDEF

ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ 科 74．972，707 ．／ 9．96 ．6

ホ コ リ ダ ニ 科 12．87 ，519 ．027 ，90 ，32 ．9

中　 気　 門　 類 3，ユ 0．200 ．40 ．42 ．1

ケ ナ ガ コ ナ ダ ニ L82 ．6撫 75，519 ．11 ．0串 3．6

ツ　メ　ダ ニ 科 1．002 ．84 ．41 ．31 ．4

サ サ ラ ダ ニ 類 0．24 ，60 ．10 ．21 ．42 ．6

シ ラ ミ ダ ニ 科 0．100 ．127 ．70 ．20

ニ 　ク　ダ ニ 科 0．15 ．204 ．30 ．60 ，6
そ 　　 の 　　 他 6．02 ．12 ．58 ．91 ．00 ．2

注 　
＊

他 の コ ナ ダニ を含 む

　 A 　表 1調査成績
一コ ン ク リ

ー
トア パ ー

ト

　　　　　　　　　　　　　　　　（緒方 1974）

　 B　 コ ン ク リートア パ ート建築 13年後 8 戸分

　　　　　 　　　　　　　　　　　（大島 1967）

　 C　 コ ン ク リートアパ ート入 居前 （佐 々 ら 1971〕

　D 　コ ン ク リートア パ ート建築後 1 年以内

　　 集 団虫咬症発 生時 〔大島 1971）

　E 　小中高等学 校床面 〔大島 1964）

　 F　木造家屋
一

建築後 9 年 14か 月の 定期観察

　　　　　 　　　　　　　　　　 （宮本 ら 1976）

表 3　実験的 に 行っ た畳上 の ゴ ミの ダニ 種と構成比

低 含 水 量 区
＊

中等度含水量区
柳

頭数 ％ 頭数 ％

ツ メ ダ ニ 類 36258 ．121042 ，2

ケ ナ ガ コ ナ ダ ニ 81 ．31 喋929 ．9
そ の 他 の ダ ニ 25340 ，613927 ．9

と想像 され る 。 ま た D は虫咬症発生時の ダニ 相と

の こ と で ある が シ ラ ミダニ が 比較的多 い と こ ろ か

ら， こ の ダ ニ が虫咬症 の犯人と 目 さ れ る所以で あ

る Q

　 E ， F は ヒ ョ ウ ヒ ダニ 科の 占優率が90％近 くを

占め，他の ダニ は相対的に 少な い e 木造家屋 の 室

内塵の典型 とい えよ う 。

　さ て表 3 は実験畳の 含水量 を変え た場 合の ダニ

相 の 変動 を示 した も の で あ る 。
こ こ で注 目 さ れ る

の は
， 低含水量区で は ケナガ コ ナ ダニ の 占優率が

わ ずか に L3 ％ で あ っ た の が，含水量 が多少 ア ッ

プさ れ る と
， 占優率が 約30％ に 上昇 した こ と で あ

る。す な わ ち，畳上 ・床上 ・カ
ーペ ッ ト上 を問わ

ず ，
ヒ ョ ウ ヒ ダニ が第

一
優先種で あ る の が正 常な

状態で ，こ の 比 率が低下 し
， 他の ダニ の 占め る割

合が大 きくな っ たと きは異常事態 で あ る と考 え ら

！000

100

注
＊

平均含水量　11．5％

　
＊ ＊

平均含水量　14．5％

　表 2 は表 1の ダニ 相と ， 各地 で 得 ら れ た 室内塵

の ダニ 相 を比較 し た もの で あ る 。 A 〜D は 各条件

下の コ ン ク リ
ー

トアパ ー
トの ダニ 相 を示 し

，
E は

校舎床面 の ダ ニ 相，F は木造家屋 14か月聞 の ダニ

相を示す 。 ま ずA − D を比較 す る と，各々 の ダニ

相 に か な り違 い が み られる 。 A ，　 B の ダニ 相 は 比

較的近似 して い る が D ， E は異なる 。

　A
， B の 特徴は ヒ ョ ウ ヒ ダニ 類と ホ コ リダニ 類

が 多く，ケナガ コ ナダ ニ は 2 ％前後 しか み られ な

い 。 C
，
　 D は ケナ ガ コ ナガ ダニ の 優 占率が か な り

高 い 。特 に C で は ヒ ョ ウ ヒ ダニ 類が ほ とん ど み ら

れ て い な い 。 C は 入居前 の ダニ 相で あ る が，ケナ

ガ コ ナ ダニ に と っ て き わめて至適な条件で あ っ た

10

　 T
　 フ

ケ
2

錦
喜の

十

宝
』

薮

1D
　 　 卜｛数

50 100

図 1　畳床 ワ ラ に お け る ケ ナ ガ コ ナ ダニ 繁殖状況 〔温

　　 度差 ｝ 湿 度94％RH
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れ る 。 特 に畳 の 場合の ダニ 発生 は ，まず ケナガ コ

ナダニ の 異常発生か ら始 ま る こ と が注 目 され る。

こ の 発生要因と し て従来か らい わ れ て い る とお り

含水量 は き わ め て 重要 で あ る こ と が示唆 され る。

　　　　　ケナガ コ ナダ ニ の 繁殖条件

　自活性の ダニ は発生源の 栄養 ・温度 ・湿度，ま

た は水分含量が好適で ある こ とが 必要で ，
い ずれ

か の条件 が欠 け る と繁殖速度は大幅に に ぶ る傾向

が あ る。

　 図 1は稲 ワ ラ に お け る ケナ ガ コ ナダニ の 繁殖状

況 を温度を変え て 比較 し た結果で あ る 。結果を み

る と ， ケナガ コ ナダニ は 15〜30℃ でよ く繁殖す る

の が窺える 。 繁殖 ピーク は20− 25℃が良好で ，次

い で 30℃ 。．繁殖速度は 20〜30℃ で は 大きな差 は み

られ な い 。 しか し，繁殖 ピーク の高 さと幅をみ る

と ，
20− 25℃ が最 も良好 な結果を示 して い る。ま

た 15℃ で は繁殖時期が遅延す る傾向が み られ る。

以上 の 結果か ら， 稲わ ら中の ケナガ コ ナ ダニ は 20
− 21℃で最 も安定 した繁殖を示す と い え る 。

　 次 に 雰囲気 の 湿度 と含水量 の 関係をみ る と，他

条件 を一定 に して
， 気中の 湿度 を種 々 変え て ダニ

の 繁殖 を観察す れ ば ， 94％RH で 行っ た 区が安定

し た集団維持 を示 して い る 。
こ れ に反 し て 64

，
75％

RH 区で は ダニ 数 が顕著 に減 少す る傾向が あ る

（表 4 ， 松本 ら，ユ966〕。 ま た畳虫害対策協議会

の 報告資料の 中 で （図 2
， 宮本 ，

1970 ）は
，
25℃

の 温度下で 52〜100％の 6 段階の異 な る 条件をも

うけ て
， 稲 ワ ラ の ケナ ガ コ ナ ダニ の繁殖状況 を観

察 し た と こ ろ，ダニ の 増殖 は，量 ・速度 ・期間 の

い ず れ を と っ て も100％RH が 最も良好 で ， 湿 度

が低 くなる に と もな っ て ダニ の 発生は小 さくな る

こ と を示 し て い る 。同 じ傾向は 表 5 に もみ られ る 。

こ こ で 注 目す べ き は ワ ラ や畳 の 場合，雰 囲気 が

表 4　ワ ラ に お け る ケ ナ ガ コ ナ ダニ の 繁殖 と 湿度と

　　 の 関係 （温 度25℃ ）

湿度（RH ）
94％

（KNO3 ）

85％

（KCl）
75％

（NaCl！
　　64％
（NH 、NO3）

2　　 週
’4　 　 週

6　　 週

8　　 週

626537472499239116142751512025

　　3

6000

（松本 ら 1966）

10

1

　 　 正0　　　　　　　　　　　5  　　　　　　　　　　　　　　100　　　　　　　　　　　　　 2DO

図 2　畳床 ワ ラ に お ける ケナ ガ コ ナダニ 繁殖状況 （湿

　 　 度差〉

表 5　雰 囲 気 の 湿 度を変え た と き の 畳 上 の 平均 ダ ニ 数

　　 と含水 量 の 変動

’w

湿
開始 3 印

ぐ
710 ／4 平均

91．1 ダニ 数 0195 ．57 ．54 ．6
含水率 9，815 ．82 ユ．714 ．132 ．018 ．7

　 　 ヒ

85・9i ダニ 数 0 ／ 1．51 ．30 ．50 ．86
」
含水率 10．513 ．913 ．311 ．911 ．712 ．3

58．5 ダニ 数 000o00

含水率 10．08 ．6＞ 8．9＞ 8＞ 8＞ 8．7＞

90RH 以上 だ と吸湿 を示 し ， そ の 含水量は 著 し く

上昇 するが，70− 80％だ と吸湿 も放湿もな く含水

量 は ほ ほ平 衝を保 つ
。 また 60％以下 に な る と水分

を放出 し ， 含水率 は 減少す る こ と で あ る。

　次に発生源の含水量に つ い て考え て み た い 。 図

3 は含水量 の 異な る培地 で ケナ ガ コ ナ ダニ を飼育

し，経 日的な繁殖状況をみ た もの で あ る 。こ の場

合 ， 含水量 30％区は 6日後 に飼料が団子状に な り，

ダニ の 繁殖 は そ れ以降急激に 落 ち込ん だ 。 12−

20％含水区は順調 に 繁殖が み られ た が ， 27日後 に

20％区 で 飼料 の 固結が み られ
， 以降ダニ 数 は 急減

し た 。 15％ 区お よ び 12％区は
，

さ ら に順調 な繁殖

が み ら れ た が，量 的に 15％区が最 も良好 な繁殖を
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ダ

ニ
数

↑

　 → 縫 過 H 数

図 3　培地 の 含水率 の 相違 に よる ケナガ コ ナダニ の 繁

　　 殖状況　培地 0．1gr中の ダニ 数

表 6　 3種 ダニ の 至適含水率

ダニ の 種類 発 生 源 至適含水率 備　考
＊

ケ ナ ガ コ ナ ダニ

　 　 　 〃

飼　　料

ワ ラ （畳广

16％（14− 18＞
20〜22％

10％以下

ユ3％以下

ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ 飼　　料　 12％〔10〜14）　 8％以 下

ム ギ コ ナ ダニ 飼 料 14％〔12〜16） 10％以 下

な わ け で ，ケナ ガ コ ナ ダニ の 発生源 に 至適 な条件

が重 なる と，短期間 の 著 し い 発生と 特に密接な関

連がある と思わ れ る 。 よ く古ワ ラを用い る とダニ

が発生 し に く い と云 われて い る 。 実験的に 新旧ワ

ラ の 含水量 を そ ろえ て 飼育を し て み て も ，
そ の 増

殖率 に 特 に 差が な い と こ ろか ら （表 ア），新旧 ワ

ラ の ダニ 発生 の 違い は含水量の 差で あろ うと思 わ

れ る （表 8 ）。

　興味ある こ と は稲 の 品種 に よりダニ の 発生 に 差

が あ る こ とがわか っ た。基 が短 か く，細 く，節の

多い 品種は
， 基の長 い

， 太 い 品種に較 べ て ダニ 繁

表 7　 含水率 を
一

定 に した ときの 新旧稲 ワ ラ粉末 ケ

　　 ナ ガ コ ナ ダニ の 繁殖状況 （ユ1日後）

稲 ワ ラ 粉 A

新　　古

　 B

新　 　古

　 C

新　　古

ダ ニ 指 数

新 ワ ラ 増殖率

1，68　 1．84
　 0．9133

．09　 3．13
　 0．9873

．96　 2．62
　 1、511

表 8　乾燥稲ワ ラ と コ ン バ イ ン 刈取 り直後の 稲ワ ラ

　　 の 組成

注 佐 々 口970）よ り
卓

を除 く

　　備考
一

ダニ の 増殖 し な い 含水量

示 して い る。

　なお ダニ の 至適水分含量 は種に よ り若干異 なる

よ う で
， 発 生源 が 飼料 の 場合，ケ ナガ コ ナ ダ ニ

16％ ， ヤ ケ ヒ ョ ヒ ダニ 12％，
ム ギ コ ナ ダニ 14％ で

あ る と い う （表 6 ，佐 々 ，1970）。 但 し
， 発生源

が畳 の 場合人目に つ く発生 を認 めた畳 の含水率を

測定す る と
，

ユ6〜17％以上 で あ る例が 多い 。経験

的に は20− 22％が最適 で あろ うと考え て い る 。 畳

の 水分 含量 は 15％を越 え た ら要注意 と い え よ う 。

　さ て ，上述 した最適条件 ， 温度20〜25℃ ，相対

湿度90％以上 ， 含水率ユ5〜16％ に調整 し た動物用

粉末飼料 で ケナガ コ ナダニ を飼育す る と ， 1gr中

の ダニ 数 は約20万 匹ま で増え続け る 、 因み に ケナ

ガ コ ナ ダニ の 体重 を体長 （0，3〜O．4mm）か ら計算

す る と
， 幼虫 ・成虫 の 混合集団で lgr30− 40万 匹

と推定 され る 。 したが っ て 先 の 20万匹／1grは大部

分が ダ ニ に 占め られ て い る こ と に な る 。こ の よ う

水分
且蛋 　 粗 　口 谷 ＿ξ 且　 粗

白
面

脂肪 窒 、　 臓、、灰分

乾 燥 稲 ワ　ラ

コ ン バ イ ン 刈 取 22．3

ユ3．0　4，3　　1，7　　37，3　28，9　14．8

　 　 4，5　　1、8　　33．5　　26，0　11．9

表 9　 帝地別稲 ワ ラ粉末の ケ ナ ガ コ ナ ダニ の 繁殖状

　　 況 〔11日後｝

新　 ワ　 ラ

A　 　 B　 　 C

占　 ワ　 ラ

A 　 　 BC

ダ ニ 指 数

増 殖 指 数

1．68　 3．G9　 3，96

42、4　 78．0　 1001

．84　 3ユ 3

702 　U9 ．52

．82100

注　増殖指数 は C 産地を100と した と きの 指数

表 10　 ワ ラ各部に お け る ケ ナ ガ コ ナ ダ ニ の 繁殖 状況

　　　　　　　　　　 （温 度 25℃ ，湿 度94％RH ｝

2翩

468

ワラの根か らの距離（cm ｝

1［O一ユ2｝2〔12〜2413〔24〜36〕4〔36〜48｝5〔48〜60〕6〔60以上｝

34　 　 　 74

22　 　 　 55

115　 　 203

30　　 　 36

84　 　 　 48

188　 　 242

41　 　 　 40

9　 　 　 25

648132
一
〇

lOO

31

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔松本ら 1966）

lOOgrの各切断ワラを試料とし，1800匹の ダニ を接種．観察は 5g の ワラ
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殖に差が み ら れ る 俵 9 ）。 ま た稲 ワ ラ の 繁殖部

位は
， 基部側半分 が よ く繁殖 し，穂先部分で は繁

殖 し に くい （表 10，松本，1966）。

　ケナ ガ コ ナ ダニ の 発生場所 に は ，こ れ を捕食す

る ツ メ ダニ 類が み られ る e ツ メ ダニ 類 は 10％以下

表11　ケナガ コ ナダニ 接種量 の 違 い に よ る そ の 後 の

　　 繁殖状況

接 種 量 経 過 日　　数

頭／50gr81014 20 36

160，0003162161000 ＜ 1000＜

40， 00014231000 ＜ 1000＜
8，000 2243 1000＜
2，000 69 1000＜

400 1 360

8  　； 0 144

注 黒 紙上 の ダニ 数 カ ウ ン ト

表 12 各温度 に ケ ナガコ ナ ダニ を接触 さ せ た と きの

　　 致死時間

温 　度 致 　 死 　 時 　 間

56℃

45403835

　 0
一

ユ0
− 20
− 3e

L4 秒

2．9分
11．17分

15．58分
52．15分

30時間

180分
150分

150分

（飯室1956）

（松本）

の 畳上 に も しばしば み か け る が
， 低含水率で も生

存可能な の で あろ う 。 食性の 違 い に よるも の と考

え られる 。

　表11は 接種 した ケナガ コ ナ ダニ の 投入量 の違い

に よる繁殖状況 を示 し た もの で あ る 。 こ の結果 ，

開始時の ダニ 数 とそ の 後の 繁殖量 はきれ い な相関

を示す こ とが確認 さ れ た。

　次に ケナ ガ コ ナダニ の 繁殖 に不適 な条件 を考え

て み た い 。

　温度 は10℃以下 で ほ とん ど増殖 しな い こ とがわ

か っ たが，低温 には耐性が あ るよ うで ある。− 30℃

の 温度下 で も致死 す る ま で ユ50分を要 した と い う

（表 12，松本 ）。

一
方高温に は 弱 く

，
35℃ の 温度

下に 接触さ せ る と ケナ ガ コ ナ ダニ は 1時間以内で

致死 し ， 45℃ だ と 3 分弱 ，
56℃ で は ユ．4秒で 致死

す る と い う （表 12， 飯室，1956 ）。高温処 理 を し

て ダニ を熱死 させ る の を実際に応用 した もの が畳

殺虫機 （誘電加熱装置〉で ある 。 標準的な 照射時

間を与え た と き の 畳 の 温度分 布は 表13に 示す とお

りで ある 。
こ の 場合，畳の 中央部 で 特 に 温度上昇

が 認 め られ るが ， 上 層部 ・下層部 も70℃近 くまで

温度 上昇 が確認 さ れ て い る 。
こ の 条件下 で 畳 中央

に ダ ニ を飼料共挿人 した と こ ろ 99，99％以上 の 殺

ダニ 効果が得 られ る て い る 。

　松本 （1965一表 14）は乾燥 に 対する ケナ ガ コ ナ

ダニ の 抵抗性 を調 べ て い る 。ス タ ー ト時の 条件を

温度 30℃，湿度75％と し て ，そ の後湿度を人工的

に低下 さ せ た と こ ろ ，
30分後に半数 が致死 12時

表13　畳殺虫機 （誘電加熱装置）の 温度分 布調 査

出 力 発振周波数 照 射 ス ピー
ド

照 射 ま た は

電 極
照 射 時 間

マ イ ク ロ 波 加 熱 装 置

高 周 波 加 熱 装 置

20辰W20kW 2，450MHZ

13．56MHZlO

ユ．7cm ／min

69．8cm ／min

2m21m2 2　分

1，4分

平均温度分布 乖　直　分 布

一 平均 （9か 所）　 温　度　巾 上 部　・中　央　部　 ・底 部 ・平 均

マ

高

イ ク

周

口 波

波

92．7℃　　　　 13℃

82．0℃　　　　 10℃

78．3　　　　　　87．0

67．2　 　 　 　 　 78．8

82．070

，8

82．472

．3

照射前後 の 水分含量 の 変化

　　　　 照　射　前 （9 か 所平均 ｝

　 　 　 　 　 　 　 15．8％　 一

　 照 　射　後

　 　13．0

但 し ， 高 周 波 加 熱 装 置 に よ る。
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間後 に 90％以上 ，
20時間後に 完全に 100％ が 致死

し た と い う。

　乾燥に と もな う発生源の 含水量の 低下 はダニ 類

に と っ て 致命的で，ケナ ガ コ ナダニ で は，飼料の

場 合10％以下，畳の 場合13％以
r
ドに な ると，ダニ

は小集団が維持 され る の み で 増殖 は 認 め られ な い

俵 6 ）。 以 ヒの デ
ー

タ は ダニ の 物理 的な 防除法

に利用 で きる の は い うま で もな い 。

表 14　乾燥 に 対 す る ケナ ガ コ ナ ダニ の 抵抗性

　　　　　　　　　　　　実験温 度　30℃

　　　　　　　　　　　　培養温 度　25℃

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 温 度 　75 ％RH

時　間 相対湿度 死 亡 率 培養後の 生存

Ohr 7L5 10．8 什

O．50

，7547

．O
　 　 　 I

30．0

55，D76

．2

籵

籵

1 22．0 81．5 幵

4 0 86．2 什

ユ2 0 94．5 幵

ユ6 0 95．3 十

18 0 工00 十

20　　 1O 　　　 I100
一

24 0 1（｝0

松本 （1965）

表 15　米粉 を用 い た培地 混 入法 に よる 名種薬剤の 効力

　　　　　　　　　　　　　　 （24時間混入 法）

濃 度　 〔ppm ｝

薬　剤　 名 1 10 100

DDT 4、5 1．3 0．3

リ ン デ ン 1．7 4．7 85．2

デ ィ ル ドリン 23 73 99．3
フ ェ ニ トロ チ オ ン 10．1 4工．2 62．1

フ ェ ン チ オ ン 12．2 28．6 63．5
フ ∫ 、ン ク ロ ホ ス 1．1 1．2 18．6
マ ラ サ イオ ン 1．2 4．2 39．1
ジ ク ロ ル ボ ス 13．6 41．9 43．8

ダ ィア ジ ノ ン 2．3 2．7 48．7
　o
フ ロ ホ ク ス ル 0 0 9，7

セ ビ ン o 1．4 0．5

表 16　接触法に よ る殺 虫 剤 の 効力

リ ン デ ン

デ ィ ル ド 1丿ン

フ ェ ニ トロ チ オ ン

フ ェ ン チ オ ン

マ ラ サイオ ン

ダ ィア ジノ ン

ジ ク ロ ル ボ ス

フ ェ ン ク ロ ホ ス

6．3　 　 0

7．4　 　 17．1

0　　 　 20．3

13．1　　　54．8

1．6　　 1．4

0　 　 　 0

0　　 　 20、9

0　　 　 0

2．963
．516

，771

．90013

．62

．5

7．884

．／

42．673
．54

．11

．718

．70

DDDSPAPPPPS 0．5200

．5

037
．10

058

．30

（出中 1970〕

　　　　　　　　　　　　　　　　 田中 （19ア0）

　　　　　　　 殺ダ ニ 剤に つ い て

　表 15な ら び に 表 16ぱ 基礎 的な 殺 ダニ 試験 を行

い
，
24時間後の 致死率 を み た もの で ある が，現行

で 使用で き る殺虫剤 の 中 で は ，フ ェ ン チ オ ン
，
フ ェ

ニ トロ チ オ ン の 効力が相対的 に 高い
。 培地混入法

’

に お い て は ， 100ppm 濃度区に ケナガ コ ナダ ニ を

接種 し て も ， 前述 した 2 薬剤 は60％台 の 致死率 し

か 得 ら れ て い な い
。 ま た，殺 虫剤 10，5％液 ，

50ml／  処理 を行 っ た ラ シ ャ 紙 を用 い た限定時間

接触試験 に お い て
，
60分間の 接触 時間 を与え て も

100％致死が 得 られ な い こ と は 注 目す べ き で あ る 。

と い うの は，感受性の ハ エ や カ で は致命的な薬量

で あ る か ら で あ る 。また ダニ に対す る薬
．
量（濃度 ・

時閊〉致死率 直線が きわめ て な だ ら か な線 を描 く

の も興味深い 。 こ の よ うに 既存 の 殺虫剤 （殺ダニ

剤）をダニ に 曝露 さ せ た と き の 効力は か な り低 い

と い え る 。

　
…．方長 期間触れ さ せ た 場合 は ど うな る だ ろ う

か
， 表 18は培地混入 法に よる増殖阻止期聞を示 し

た もの で ある。殺虫剤を30ppm 混入 し た培地 に ケ

ナガ コ ナダニ を接種す ると，フ ェ ン チ オ ン と フ ェ

ニ トロ チ オ ン は約 3 〜 4 カ 月 間 ， ヂ ク ロ ル ポ ス ・

ク ロ ル ピ リホ ス メ チ ル
・ペ ル メ トリ ン は 2 〜 3 カ

月間の 効力持続期間を示す 。 但 し，
こ の 場合 ， 培

地 50grに 対 し ダ ニ を 10，　OOO　
一

　50，　OOO匹接種 し た

が
， 接種量 が 少な い と （た と え ば1，000匹以下 ）

効力持続期間は さら に延長する こ とが そ の 後の追

試で 明 らか に な っ た 。 こ の 場合 ， フ ＝ ン チオ ン ・
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表17　公 団住宅 に お け る 防虫紙処 理 お よび マ イ ク ロ 波処理 畳の コ ナ ダニ 駆除効果

自坂 ら 0971）

「
敷込 経 日後 の 観察ダニ 数

処　理　方　法 i　 ダ　ニ 　種　名 6 13 18 25 32 37

防　　　虫　　　紙 ツ　 メ　 ダ　ニ 　類 2 0 o 0 0 0

フ ェ 　 ン　チ　オ　 ン ケ ナ ガ コ ナ ダ ニ 16 12 40 4 16 16

0．59／ m2 全　　　　 　　 数 59 26 42 4 100 154
一

防　　　虫　　　紙 ツ　 メ　 ダ　 ニ 　類 0 2 0 o 10 0

フ ェ ニ ト ロ チ オ ン 1 ケ ナ ガ コ ナ ダ ニ 13 18 28 5 20 20

l　 g／ m2 全　　　　　　 数 26 22 34 21 100 5D
一一．

誘　 電　 加　 熱 ツ　 メ　 ダ　ニ 　類 3 0 0 o 0 5

〔マ イ ク ロ 波 ） ケ ナ ガ コ ナ ダ ニ 37 42 12 24 220 302

全　　　　　　 数 60 52 14 25 34G 519
一

「ツ　 メ　 ダ　ニ 　類 4 10 18 0 320 155

無 処 理 ケ ナ ガ コ ナ タ ニ

全　 　　 　　 　 数

190228 164294 694790 11001350 269G5340 88301Dl95

注　1970年 5 月 l！日畳床製造　 同 日 防虫紙処理 　 6 月 13H 敷込 み

フ ェ ニ トロ チ オ ン ク ラ ス の薬剤は 1 〜 3ppm 量で

1 − 2 カ月間 の 効力を示す 。

　以 上 の効 力結果 は，短時 日 の 曝露 で ば 100ppm

以上の 高濃度 培地 中で も100％致死 が得 られ な い

が ，長 期 の 曝露 を行 う と，は る か に低 い 濃度 で増

殖阻止が得ら れ る こ と で ある 。い い か え れ ば，ケ

ナガ コ ナ ダニ に 短す る殺虫剤の 効力発現は きわめ

て 遅 効性 で あ る と い え る。さ て
， 殺 虫畳 を つ くり ，

少な くと も1 年間 の 有効性 を前提 とす る な ら ば，

表18の 実験結果か ら単純計算す る と 100〜200ppm

の 薬量 を要す る こ と に な る 。

　　　 畳 か ら発生す る ダニ 類の防除対策

　畳 に お ける ダニ の 問題 は ， 本質的に は 鉄筋 コ ン

ク リ
ー ト造 り の 集合住宅そ の も の の 環境改善を第

一
に考 えなけれ ばな らな い 。 な ぜ な ら，畳は 昔か

ら使わ れ て い た に もか か わ らず ， 木造家屋 で の ダ

ニ の 異常発生 は ほ と ん ど起 っ て い な い か ら で あ

る 。

　一方，ダニ の ま っ た くな い 家庭 も存在 し な い ，

ま た す べ て の 集合住宅か ら， 不快害虫と して 問題

とな る程 ダニ 発生 をみ るわ けで もな い 。 ク レ
ー

ム

の つ く件数もO．1〜 1 ％の 間 で ある と推定 さ れ る 。

　畳 の ダニ 対策 を考え る と き，まず こ の 点 を よ く

認 識 して お か な け れ ば な らな い 。畳 か ら発 生す る

ダニ 類の 防除対策 と して次の 2 つ に分類 され る 。

すな わ ち，発生予防対策と発生時の 対策で ある 。

そ し て
， そ れ ぞ れ 物理 的ある い は化学的な方法が

考え られ る。

　　　　　　　　発生防止対策

　 1， 畳 の 水分含量 を阻止する方法

　日本 の 月間平均湿度 は
， 全国ど の 地方 をみ て も

80％ RH を越え る こ とは な い 。 す なわ ち，自然界

で は 直接雨に か か らな い 限 り長期閾 に わ た る量 の

吸 湿 は考 え ら れず，ダニ の 異常発生 も 理 論的に は

起 り得な い 。 し か る に ダニ の 発生 は
， 新築の 鉄筋

コ ン ク リ
ー

ト造 り の 集合住宅 に 敷 き込ま れ た 1年

目の 畳 に 異常発生す る 例が 多 い こ と が 従来の 実地

観察か らわ か っ て い る。畳 が建物内部接触面か ら

直接水分 を吸収す る か ，室内の 長期の 湿度上昇に

よ り水分 を吸収す る もの と考 え ら れ る 。

　先に も述 べ た よう に
， 畳 を常に 乾燥 させ て お く

こ と は ダニ 発 生防止 の 基本 で あ る 。
こ れ は ，1）

晴れ た 日の 窓の 開放一 室内の 通風 をよ く す る こ

と は 発生源 の 含水量 上昇 を除く 。 2｝ 窓の 開放が

不可能な 室内に は除湿機 を利用 す る。　　 雰囲気

の 相対湿度を60 ％以下 に 保 つ と畳 ぱ水分 を放出す

る 。 3） 定期的に 畳 の 天 口乾燥をす る 。

一 一
湿度

の 低 い 微風 の あ る 晴れ た 口 に干す と，畳内部の 温

度は優 に 50℃を越え 1 ロ コ ッ プ 1 − 2 杯分 の 水分

が 除去 で きる 。 ダニ ば高温の た め畳か ら脱出す る 。
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こ の 場合脱出 し た ダニ が同 じ室内に 入 り込 ま な い

よ う注意す る こ と 。 4） 畳の 上に カ
ーペ ッ ト等を

敷か な い 。一般に敷物 を置 くと畳 の 含水率が上昇

す る 。 5） 畳水分計で 畳の 水分含量が 15％を越え

な い よう定期的に チ ェ ッ ク す る 。 で き れ ば年間 を

通 じ て 13％以下に お さ え る こ と が 望ま しい
。

　 2．　 防虫紙処理 または誘電加熱処理

　住宅公団で は防虫紙また は誘電加熱処理 を施 し

た防虫処理畳 を敷 き込 む よ う規定 し て い る 。 誘電

加熱処理 に つ い て は 表13をも う
一

度参照 され た

い
。 ダニ は70℃，1 〜 2 分間の 照 射時間 で 99．99％

以上致死 させ る こ とが で き る 。 し た が っ て
， 加熱

処理 直後の 畳 に は ダニ は す べ て 致死 して い る と考

え て よ い 。熱処 理 を行うと畳の 水分含量が低下す

る の で （約 2 ％ ）少な く と も ， そ の 後の ダ ニ 発生

を数カ 月遅延 させ る効果が あ る 。 ダニ 発生の 含水

量 の ボーダーラ イ ン 以下 でお さえれ ば生活に 支障

の 起 こ る ダニ 発生 は十分抑え ら れ る 。 しか し畳 に

発生す る ダニ はど こ に も生息す るため，そ の ダニ

の 発生条件がそ ろえ ば，二 次発生が起 る の は やむ

を得な い 。

　図 4 は誘電加熱処理畳上 の ダニ 数 の 変動を示 し

た もの で あ る 。 初期の 効力 （約 2 カ月強）は認め

ら れ る が
，

そ の 後明 らか に ダ ニ 数の 増加が 認め ら

10

タ

ニ

数

ー

　 1　 　 　 　 　 2
− 一→ 経 過 月数

3 4

図 4　 誘電加熱処理 畳上 の ダニ 数の 変動

一 go

れ て い る。

　表 7 ，図 5 は比較的条件の 悪 い 某公団住宅 に お

け る実験で あ る 。 誘電加熱処理 区の ダニ 消長 は，

開始時の ダ ニ 数は異な るが，無処理 区の 消長 と パ

ラ レ ル な傾向 を示 し て い る 。

　
一方防虫紙 を使用す る と，ど う か 。 防虫紙 の 有

効成分 は
一

連 の 基礎試験で 良好な成績を示 した

フ ェ ン チ オ ン と フ ェ ニ トロ チオ ン が主 と して 用 い

られ て い る 。 住宅公 団 の 新しい 仕様書の 中に ぱ薬

量の 規程が あ り，フ ェ ン チ オ ン は lgr／m2 ，
フ ェ ニ

トロ チ オ ン は 1．5gr／  と定 め ら れ て い る 。 2 薬剤

の 薬量 の違い は
， 前者は効力が若干高い が毒性 も

若干強い
。 後者は毒性が低 い こ とによる 。

　
一

畳当 り の 防虫紙 の 使用量 は，畳上 ド2 枚十 ヘ

リ下 処理 を行 う の で ， 約 3，6  と な る 。 したが っ て ，

有効成分 量 は フ ェ ン チ オ ン で 3．6gr ，フ ェ ニ トロ

チ オ ン 5．　4grと な る。畳 の 重量 を仮 に 27kgと す れ

ば， フ ェ ン チ オ ン 量 は 133ppm ，フ ェ ニ トロ チ オ

ン 量 は 200ppm と な っ て ， 先 の 基礎試験で 予 測 し

→ 敷 込 後の 経 過 H数

　 　 〔 〕内は 1川熱 処 理 また は防虫処理畳 製遺後 日 数

図 5　公団住宅 に お け る ケ ナ ガ コ ナ ダニ と ツ メ ダニ 類

　　 の 駆除効果 〔表 17．グ ラ フ 〕
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た 1年間 の 発生防止期間の 薬量 に
一
致す る 。

　表 17は市販防虫紙 を用 い た 基礎効力試験結果 で

ある。標準区とは畳 に処理 され る防虫紙の 有効成

分量 ま た は面積を試験培地の 重量比 に当て ぱめ た

量 に 相当す る 。 こ の 結果 は，旧薬量 （フ ェ ニ トロ

チ オ ン lgr／  ，フ ェ ニ チオ ン 0．7gr／mz ）で 92〜97％

の 駆除指数を示 し ， 新薬量で は さら に 効力の 増強

が認 め ら れ
，
98．9％以上 の 駆除指数が得 られ て い

る 。 ま た 開封直後 と 6 カ月後の 防虫紙 の 効力に 著

しい 差 が認 め られ ず優れ た残効性が 見 られ て い

る。

　さ て ，防虫紙 を用 い た殺 ダニ 試験 を実地 に行 い
，

そ の効果を調 べ た 1例 を図 6 に 示 す 。 判定は ヘ リ

上 の ダ ニ 数 に よる 。
こ の結果 ， 初期効果 は顕著 に

認 め られ ず，効力の 発現が 明確 に な る の ぱ 2 か月

半以降で あ る 。 ま た表17と図 5 に み られ る ご と く，

防虫紙処理区の ダ ニ 数 は け っ し て 0 に は な らな い

が ， ダニ の 増殖 を確実 に抑え て ダニ の 集団を長期

間 ， 低 レ ベ ル に 推持す る効力が 認め られ る 。 以 h

］O

タ

ニ
数

ー

処 　 坤

品 B ｛7 ；ンチ オ ／1

品 〔
．7エン チ オ ン 〒

品 S 　　フ エニト ロ チ ォ
’
ン 1

亠；トロナ t 〆｝

一 経過 目趾

　 図 6　 防虫紙 処 理 畳 Lの ダニ 数 の 変動

表「8　至適条件下 に お け る 培地混 入 法 に よ る増殖阻止

　　 期間

供　試　薬　剤 1D　ppm 30ppm

フ ェ ン チ オ ン

フ ェ ニ トロ チ オ ン

ジ ク ロ ル ボ ス

ク ロ ル ピ リホ ス メ チ ル

ペ ル メ トリン

　 2〜3月

　 1〜2月

〔1，5− 1月　 I
　 　 　 　 　 I
　 1〜2月
　 　 　 　 　 1

効 力 な し

3〜4月
3〜4月

2− 3月
2− 3月

2〜3月

の 結果は誘電加熱処理が
， 速効性 で持続性が期待

で きな い の に 反 し，防虫紙 処理 は初期効果は 悪 い

が
， じわ じわ と効力を発揮 ， 遅 効性 ， か つ 残効性

を示す方法 と い え る 。 な お 住宅公団の 新薬量 を処

理 し た防虫紙畳は極端な悪 環境下を除き，先に示

した 1 年間の 有効期間 を満足す るもの と考え る。

　3．　 そ の他の 方法

　畳 の下 に は新聞紙 や防湿紙 を敷き，さ ら に 殺虫

粉剤 やナ フ タ リ ン を散布 し て お く の も補助的な効

果が ある 。

　発 生時 の 対策

　ケ ナガ コ ナダニ は，ある
一

定以上 の 増殖 をす る

と発生源か らは い 出す性質が ある。表面が真白に

な る程，ダニ が発生 し て い る畳 を水気をき っ た ぞ

うき ん で き れ い に ふ き と っ て も ， 数時間後に は前

と変わ ら な い 多数の ダニ が は い 廻 っ て い る。

　 こ の よ う な 発生 時 に は家中，壁面 ・天井 ・タ ン

ス ・衣類 ・フ トン
・食器 ・人間す べ て に ダニ が 多

数付着 して い る こ と を考え な け れ ば な ら な い 。

　こ の場合，1＞　まず燻煙剤 ， 加熱蒸散剤等 の 速

効的な殺虫製剤 を用 い て
，

と に か く家の表面に い

るダニ を殺す こ と で あ る。2） 次に
， 畳を天 日乾

燥す る。こ の場合は含水率が か な り高い こ とが予

想 され る の で ， 強 い 日光下 に 2 − 3 日干 し て お く 。

3）　そ の 間，殺虫剤乳斉1」の 10倍稀釈液を家中残留

噴霧する 。 4） ま た畳を干 して い る間に床 ヒに 防

虫加工紙 ，
ま た は防湿紙 を敷きっ め，殺虫粉剤を

1 賦当 り ， 200gr位撤 い てお く 。 ナ フ タ リ ン を加

え て も よ い 。 5） 天 日 乾燥 し た畳 の 裏側 と側面，

縁の 部分 に ゴキブ リ用 の エ ア ゾ ール を噴霧処理

し，畳 を元 の位置に戻す 。 6） そ の 後 は窓をよ く

開放 し室内に 湿気が こ も ら な い よ うに す る 。除湿

機を と り付け る の もよ い 。7） 畳以外の フ トン も

干 し ， 衣類は 50〜60℃ の 温湯に つ け た後，洗濯す

る 。 食品 も可能な もの は 熱湯消毒 をす る 。8）　さ

ら に 家中の 乾燥 に 努め る。

　 ダニ が大発生 した場所 は ， ダニ にと っ て最適 な

条件が与 え られ て い た と考え ら れ ，う っ か り す る

と再発生の可能性があ る。と に か く ， 畳の 乾燥 を

心掛 け る べ き で ある 。

接種ダニ 数 は 調製培地50grに 対 し10000頭以上
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